




業績概況
◯ 商品取扱高 2,538.6億円(前年同期比7.8%増)、営業利益 193億円(同6.0%減)

事業別内訳
◯ ZOZOTOWN事業 商品取扱高 : 2,444.5億円(前年同期比7.9%増)

　 受託ショップ／2,324.7億円(同8.8%増)　買取ショップ／1.6億円(同29.3%増)　ZOZOUSED／118.1億円(同6.6%減)

◯ PayPayモール 商品取扱高 : 4.0億円

◯ PB事業 商品取扱高 : 9.2億円(同59.0%減)

◯ MSP事業 商品取扱高 : 4.4億円

◯ 平均出荷単価 8,973円(同6.3%減)、平均商品単価 4,501円(同5.6%減)

◯ BtoB事業 商品取扱高 : 76.3億円(同14.6%増)
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◯ ZOZOTOWN、PayPayモールに出店（2019年12月）

◯ 中国版ZOZOTOWN「ZOZO」の提供を開始（2019年12月）

収益性

トピック

◯ 営業利益率 (対商品取扱高)7.6%(前年同期実績 8.8%)

　・利益率改善要因 : ZOZOSUIT配布数減少に伴う広告宣伝費率の低下、スポット費用減少に伴うその他費用比率の低下

　・利益率悪化要因 : ZOZOARIGATO等の割引施策投下に伴う粗利率の低下、ZOZOバイト改革（時給増）に伴う物流関連比率の上昇、

                           物流拠点増加に伴う賃借料比率の上昇
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TOB結果

◯ 2020年1月28日の臨時株主総会にて、取締役に Zホールディングス(株) 川邊 健太郎氏を選任し、賛成多数で可決

◯ 6月の定時株主総会にて、Zホールディングス(株)から取締役1名を新たに派遣予定

◯ 以後は、取締役（常勤）3名・ 取締役（非常勤）2名・社外取締役3名　計8名の取締役会構成となる予定

ガバナンス体制について

◯ 2019年12月17日　PayPayモールにZOZOTOWNを出店　翌日より還元キャンペーンを開始

◯ Yahoo! Japan にてZOZOTOWNへの送客を開始

提携の進捗について

◯ Zホールディングス(株)が当社株式の50.1％を取得

◯ 2019年11月20日の決済をもって、Zホールディングス(株)が当社の親会社及び筆頭株主となった

株主構成

従前 11/20以降

前澤氏
36.8%

一般株主
63.2%

一般株主
32.0%

Zホールディングス(株)

50.1%
前澤氏

17.9%

TOB公表時所有株式数

応募株式数

売却株式数（実績）

TOB決済後残株式数

株式数     

112,226,600

92,726,600

57,671,700

54,554,900

保有比率

36.8%

30.4%

18.9%

17.9%

前澤氏は大株主順位2位、 手残り分の売却等は未定

創業者前澤氏の所有株について
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概要

受託内容

独自の提供サービス

ポイント還元

出店ショップ数

販売アイテム

決済手法

収入

当社負担
コスト

ブランド様からいただく
受託販売手数料

お客様からいただく送料

出店手数料

代金回収手数料

集客コスト

ポイントコスト

ZOZOTOWN

ファッションに特化した独自のサービスを提供する
日本最大級のファッションECサイト

撮影、採寸、物流、カスタマーサポート、運用サポート等
ECに必要なすべての業務

ツケ払い、買い替え割、即日配送、予約商品、
ブランドクーポン、ギフトラッピングサービス、画像検索機能 等

ZOZOポイントの付与
商品代金（税抜）の1％

1,345（2019年12月末時点）

フルラインナップ

クレジットカード、代金引換、コンビニ払い、ツケ払い、LINEPay

210円（税込）

なし

あり

あり

あり

ブランド毎の契約に準じた手数料率分をいただく

ZOZOTOWN  PayPayモール店

ファッションカテゴリ以外からの買い回りにも期待した
幅広いユーザー層に対応するECサイト

左記と同様

PayPay残高払い

PayPayキャンペーンに準じた
PayPayボーナスおよびTポイントの付与

1,191(2020年1月8日時点)

各ショップが自由に選択

PayPay残高払い、クレジットカード、代金引換

左記と同様

あり（手数料率は非開示）

なし（代金引換の場合のみ発生）

なし

なし

左記と同様
（手数料率も同一）
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